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「よい」粉体材料を「よい」製品に仕立てられるかどうかは「プロセスレシピ次第」であるこ

とは，高級小麦粉で美味しいお好み焼きを作ろうとすることを想像すれば容易に同感できるであ

ろう．蓄電池や燃料電池など粉体からなる製品の生産プロセスも，その現象の複雑さゆえ，物理

現象モデリングと論理的設計が困難であり，日本人の勘コツ・すり合わせの能力の高さにマッチ

して，いまだに競争力があると言える．しかし，マテリアルズ・インフォマティクス（MI）で「よ

い」材料の開発がハイスループット化する中で，その下流に位置する材料合成プロセスに対して

もデータ駆動型でのハイスループット化 1) が国際的に活発になりつつあり，AI・絨毯爆撃的実験

の組合せは，欧米・中国のほうが上手（うわて）である可能性がある． 

我々の研究グループは，現象が複雑にもかかわらず，日本人の勘コツ・すり合わせ技術（技能

というべきか）で実績を上げてきた強みをさらに強化するプロセス・インフォマティクス（PI）

に取り組んでいる．2,3) たとえば紛体プロセスの基本である分散・混錬・塗布・乾燥のうち，乾燥

プロセスにおける温度履歴を決定するとき，通常ヒトは表面の光沢やひび割れなどを粉体自体・

粉体同士・粉体と溶媒の微視的現象を想像しながら検知し，その後の微構造分析やイオン伝導度

などの性能と紐づけている．これを，「なんとなく」ではなくデータとして吸い上げ，プロセスパ

ラメータと性能とを紐づけるための「中間データ」として用いた高効率な機械学習システムでプ

ロセスパラメータ探索のハイスループット化を図る．近年のディジタルツインの思想に近いが，

粉体 PI の実現は，物理現象を象徴する特徴量を中間データとしてセンシングする「勘コツ」，そ

れらを機械学習システムにどう組み込むかを見極める「すり合わせ」の能力にかかっている． 
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